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学校番号

令和 7 年度　　学校評価書　　　（　実施段階　）

Ａ

〇好奇心旺盛な人
○前向きに努力することができる人
〇自分と自分以外の人の良さを認めることができる人
○いろいろな考え方や立場の人と協力できる人
〇何事もあきらめず最後まで粘り強く取り組むことができる人

年度重点目標

校内の言語環境を整えるとともに、多様性を認め、自他を尊重し、いじめや差別のない一人一人を大切にする教育環境づく
りを推進する。

教育活動を通じて一人ひとりが大切にされた環境を作り（生徒への言葉
遣い・校内の掲示物・清掃状況等）、自尊感情の育成と将来への展望が
持てる人権教育を推進する。

　本校は創立１０９年目を迎える伝統校
である。周辺地域には本校の卒業生も
多く、同窓会からも物心両面にわたり温
かい支援を受けており、本校に対する
期待も大きい。その一方で周辺地域の
中学生数の減少に伴い、年を追うごと
に生徒募集定員を確保することが難しく
なってきている。今後も芸術コースの取
組や部活動の活躍などについて、積極
的かつ効果的な広報活動を行いながら
生徒募集に繋げていくなど、安定した生
徒数の確保に努めることが本校の重要
課題の一つである。本校の果たすべき
使命は、生徒の保護者や地域に対して
確かな進路保障及び進学実績を示し、
地域や小中学校と連携を図りながら、
「変化の激しいグローバル社会にしな
やかに対応し活躍できる人材を育成す
る」ことである。今年度も引き続き、教育
の「不易と流行」を大切にしながら、生
徒の実態に応じた教育活動の見直し
（スクラップ＆ビルド）を推進していく。ま
た、それを基盤として、生徒に主体敵に
学ぶ姿勢を身に付けさせ、一人一人の
能力を最大限に引き出す個別最適化さ
れた学びを目標とし、主体的に進路を
選択する力、その実現に向けて粘り強く
取り組む力、更には社会の変化に柔軟
に対応できる創造性豊かな生徒の育成
を目指す。

鍛ほめ福岡メソッド及び個別最適化された授業を通して、生徒の自ら学び考える力を育成する。
安易な欠席遅刻を無くし、学習に向かう環境づくりを推進する。（出席率
９７％以上）

福岡県立

学校運営計画（４月）
学校運営方針 校訓および教育目標に則った教育実践により、中央生としての自覚と高い志を持ち社会に貢献できる生徒を育成し、地域や広く社会に信頼される学校文化を築いていく

ICT機器を活用した「主体的・対話的で深い学び」の実践による授業改善と適切な評価を行い、生徒の創造的思考力及び学
ぶ意欲を喚起する。

ICT等の有効利用を工夫し、個別最適化された学びを目指す。
新しい視点を取り入れた研究授業と教科科目横断型授業を行う。（各教
科１回以上）

全体計画に沿ってキャリア教育を推進し、生徒により高い目標設定と主体的な進路選択・決定を促し、その実現を支援す
る。

担任の進路面談（年３回）による個に応じた進路指導と小論文を含む徹
底した大学入試問題研究により生徒の進路実現を支援する。（国公立
大合格２５名以上）

厳しさの中にも温かみのある生徒指導及び生徒主体の学校行事、部活動等を通して自己決定能力、自己肯定感、共感的
人間関係を育成する。

教育活動全体を通じた前向きな生徒指導により、自律的に考え行動で
きる生徒を育てる。部活動を活性化する。(加入率７５％以上)

具体的目標
評価

（総合）昨年度の成果と課題

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

変化の激しいグローバル社会にしなやかに対応し、活躍できる人材を育成する学校
　　習熟度に応じた指導や芸術コースの特色ある教育活動を充実させることで豊かな教育環境を創りだし、高い志を持ち社会に貢献できる、
　　地域活性化の担い手となる人材を育成します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に関する方針）

〇自らの価値観・信念に基づき考え、判断し、行動できる力  →自律：これからの社会を生き抜く力
〇個人の尊厳を理解し、自他を尊重し協力できる豊かな人間性→敬愛：これからの社会を豊かに生きる力
〇たゆまぬ学びと努力により新しい価値を生み出していく力→創造：これからの社会に貢献する力

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に関する方針）

〇芸術コース、特進クラスの設置により、生徒の多様なニーズや進路に応じた教育課程の編成
〇ICTやグループワーク、教科等横断的授業を通した、課題発見能力・課題解決能力の育成
〇習熟度別授業により個々に応じた細やかな指導
○｢学び直し｣などによる｢わかる授業｣の実践

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する方針）

八幡中央 高等学校

中学生・保護者・地域・同窓会等に対し、本校の魅力ある教育活動を適宜発信する。特に、芸術コースの取組や部活動の活
躍など、戦略のある積極的かつ効果的な広報活動を行う。

学校ホームページやインスタグラム、地域に回覧している広報紙及び学
校説明会などを通して本校の教育活動を適宜発信していく。
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模擬試験の結果

学校満足度アンケート
進路決定状況

各種検定の合格状況

県教育委員会が示すICT活
用推進方針にある目標の達
成度

A

B

学校生活アンケート等の事後指導を実施する。

面談週間の実施により、生徒に寄り添う体制を整える。

定期的な学校生活アンケートの実施による、生徒のSOSに対しての受け取り
体制と環境の整備

評価項目 具体的目標
学校関係者評価委員会

からの意見

広報・庶務課

A

B

A

A
観点別評価の適切な実施に向け、教務規定・年間指導計画の見直し・整備
等を行う。

B

A

A

学校行事や部活動を通し、他者と協働する心を育てる。

学
務
部

情報課と連携し、成績処理・生徒指導要録等の管理を行う。

同窓会やPTA等との連携を深め、教育活動の活性化を図る。

中学生や地域等へ、本校の魅力情報を戦略的に発信する。

特色ある活動に加え、一般クラスや部活動等を積極的に外部に紹介し、ホー
ムページやインスタグラムの活用を促進する。

TPOに合わせた挨拶の励行を図る。

B

模擬試験においては、全国平均と本校平均の差が１５点以内となるように取
り組む。

教員の情報活用能力向上と
各種システムの効率的運用 A

第一進路希望の達成と学校
満足度の向上

生徒会役員がリーダーシップを発揮し、学校行事
を成功させた。今後、生徒主体のための指導を
行っていきたい。

充実した成果授業の実現

基本的生活習慣の確立・家
庭学習の定着

ICT教材の研修が不十分であったため、次年度は
早い段階で職員研修を実施し、教員の利用促進
と生徒の活用定着を目指したい。授業評価アン
ケートは、実施方法・質問項目を大きく変え、生
徒・教員共にフィードバックできるものになった。次
年度は教科会議との連携を計画したい。

出席率は目標未達成だが、生徒情報を担任・学
年主任と共有して早期に対応することができた。
SCとの連携も含め継続したい。家庭学習はICT教
材の活用により増加させたい。

授業評価アンケートを年２回実施し、集計結果を各人で分析し、教科会議で
授業の工夫・改善点を共有する。

ＩＣＴ支援員に協力いただき、情報提供とワーク
ショップ型研修が実施できている。タブレット故障・
修理の減少を課題としたい。

アンケートや会議での情報をもとに面談を定期的
に実施することで、問題に組織的に対応すること
ができた。日常の指導により、共感的人間関係を
育てていきたい。

問題への発見対処については、アンケートやス
クールカウンセラーの活用によって、早期に共有
し取り組むよう心がけることができた。校内美化意
識の向上について、委員会活動をより活発化し、
生徒が主体的に取り組める活動が必要である。

次年度に向け、一貫性のあるキャリア教育計画を
総探担当を中心に作成中である。朝学では、落ち
着いて学習に向かう態度を生徒に身につけさせる
とともに、学年の目標に合った内容で実施でき
た。模試においてはPDCAサイクルを確立するシ
ステムを作る必要がある。

探究活動や進路別講座など、学年ごとに適切な
総探 を実施できた。アートギャラリーや高大連携
事業など、芸術コース・特進クラスの両方で盛ん
に連携活動を行った。国公立合大学格者は２９名
となり、目標を達成できた。

12月時点で、英検準2級は18名、数検準2級は3名と1次
合格4名、色彩検定は75％、毛筆・硬筆検定は2月のた
め不明である。生徒の基礎学力・技術の定着や進路決
定に大きく関わるため、さらなる受験促進や丁寧な指導
を行う必要がある。

朝の学習を通して、自学自習や読書を習慣化させるとともに、語彙力、読解
力、計算力をつけさせる。

統合型校務支援システムの
円滑な運用

自己決定能力の育成 B

本校の魅力を発信する広報
活動と充実した教育活動の
推進

A

　　　学校生活アンケート
　　　家庭用いじめ発見チェッ
　　　クリスト

A

A

授業評価アンケート

A

授業を中心に据えた生徒指導を行い、授業規律を確立する。

キ
ャ
リ
ア
教
育
課

進路指導課

情報課

総合的な探究の時間を通して、希望進路実現に向けた意識付けを行う。

特色ある芸術コースと特進クラスにおいて、地域や大学との連携活動を行
う。

進路実績として、国公立大学に２５名以上の合格者を掲げる。

普通科において、実用英語技能検定の準２級以上の合格者を３０名以上とする。

普通科において、実用数学技能検定の準２級以上の合格者を１５名以上とする。

芸術コースにおいて、色彩検定や毛筆・硬筆検定の合格率を8０％以上とする。

情報課主催の校内研修を本年度２回実施する。

ICT機器を管理し、利用しやすいよう整備する。

各種検定試験の資格取得率
の向上

３年間を見通したキャリア教
育の推進

ICT活用指導力調査の活用能力項目の「ほとんどできない」を０とする。

生徒の健康課題の把握と保
護者との緊密な連絡体制の
確立

生徒主体の学校行事や部活動を通し、学校への誇りと愛情を育てる。

自己肯定感の育成

共感的人間関係の構築

体育大会や文化祭などの学校行事を通し、達成感を体感させる。

生徒会役員のリーダーシップを育て、学校への帰属意識を育てる。

３年間で一貫性のあるキャリア教育計画を作成し、実行する。

委員会活動を通じて、校内美化意識の向上に努める。

月２回程度スクールカウンセラーとの連携や教職員研修により適切な支援の
提供

自己評価

結果の考察と次年度の課題

教務課

個別最適化された学びを目指し、ICT教材の活用研修を年１回以上実施す
る。

遅刻・欠席の多い生徒情報を担任・学年主任と共有し、SCやSSWとの連携を
図って出席率９７％以上を目指す。

評価、教務規定、年間指導計画表は、校内外の情報収
集中で、次年度に改定したい。校務支援システムは支
援員の指導を受け、仕様変更の準備が順調である。次
年度は円滑な運用を目指す。

ホームページやインスタグラムの活用を促進し、
中学生や地域へ積極的にアピールできた。学校
行事をＰＴＡや同窓会と連携し、創立１１０周年に
向けても機運を高めることができた。引き続き、本
校の魅力を発信していきたい。

挨拶はしっかりとできている。制服の着こなしや携
帯について、これぐらいならという考えをもつ生徒
が一定数いるため、日常的に全職員で指導を継
続していきたい。

学校関係者評価

評価（３月）具体的方策
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

学年・教科と連携し、「学年＋1時間」以上の家庭学習時間を確保させる。

学校満足度アンケート

ルールの遵守を図り、規範意識を高揚させる。

　生徒に「わかる授業」を実践
するとともに、ICT等を活用し
た対応を進めていただいてい
ることはとてもよいと考えま
す。
　学校広報については、イン
スタグラムが随時更新されて
いて、本校の魅力をリアルタ
イムで発信できたことは大変
よかったと考えます。一方で
インスタグラムを利用してな
い方も多くいるので、ホーム
ページも随時更新されるとよ
り良いのではないかと考えま
す。

　学校スローガンのもと、教
職員と生徒がその実践に向
かって取り組んでいる雰囲気
が感じられました。今後も生
徒一人ひとりが自己肯定感を
高めることができるよう、引き
続き丁寧な指導を行っていた
だきたい。
　地域では、登下校のマナー
も向上し生徒の親切な対応
が多く感謝しているという報
告を受けている。地域との良
好な関係を継続している。

生
徒
育
成
部

生徒指導課

健康教育課

　先生方のきめ細かなご指導
により、国公立大学２９名の
合格者を収めたと考えます。
今後も生徒の実態に応じた
指導を第１学年時より展開し
ていただきたい。特に英語や
数学の検定を活用するととも
に、小論文指導は早期対策
が要であるので、学年・教科
間で連携してなお一層の成
果を上げてほしいと思いま
す。
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自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

検定合格率80％、公募展等入賞（九州大会以上）20名以上とする。

芸術系国公立・難関私立大学合格者９名以上を目標に取り組む。

読書と芸術鑑賞会アンケート

A

Ｂ

言語環境振り返りアンケート

学年での生徒向けアンケート

教員が積極的にコミュニケーションを図り、良好な人間関係を築く。

生徒に挑戦させる機会を多く提供する。

教員が、楽しむことを意識し、前向きな考えを持ち続ける。

教育活動全般を通して、「言葉の重みの大切さ」について触れる。

生徒の実態を踏まえた人権授業を実施する。

地域貢献活動事後アンケート

A

A

A

A

教科科目横断授業など「主体
的・対話的で深い学び」の推
進

A

基本的生活習慣を確立させ
コミュニケーション能力育成・
基礎学力定着を図る

B

特進クラスの生徒向け意識
アンケート

元気な挨拶ができ、積極的な
コミュ二ケーションができる。
諦めずにやり抜く集団。

A

研究授業協議で新しい視点を取り入れた主体的学びを研修する。

学校教育目標を実現するため、予算のより効果的かつ効率的運用を図ると
ともに、柔軟かつ臨機応変な予算対応を行う。

情報共有を積極的に行い、組織として生徒理解に努める。

「先生からのおすすめ本」を年４回以上生徒に配布する。

毎週金曜日「朝の読書」を行い本への興味や読む力を少しずつ高める。

限られた予算で良質な芸術鑑賞会を維持できるよう企画を工夫する。

A

A

挨拶、言葉遣い等ができていない時はその場でやり直させる。

生徒が人前で話す機会を作る。SNSでのトラブルへの注意喚起をする。

スモール・ステップで「やればできる」という成功体験を持たせる。

学校の課題等について共通理解を持ち、積極的に学校運営に参画する。

A

A

学校施設設備修繕要望及び
物品購入希望調査

A

３学年

芸術コース

教育環境の設備充実

生徒が安全安心な学校生活を送れるよう施設や物品の修繕・購入等を行う。

共感的人間関係の構築
進路実現に向けた学力向上

生徒理解をベースとした指導を行い、生徒の心の変容を促す。

生徒が活躍する場を多く設け、多角的視点から物事を考えさせる。

個別指導を充実させ、学習意欲の向上、学力の向上を図る。

芸術的技能を生かした地域貢献活動を生徒主体で企画運営する。

九州国際大学との連携事業や課題探究活動を継続し、生徒の視野

を広げ、進路について深く考える契機を与える。

模試前後のユメチカでは、国数英中心の学力向上に注力する。

特進クラス
地域貢献できる人材の育成
と４年制大学進学の意識醸
成、実績向上

学年での生徒向けアンケート
進路希望調査

卒業前の充実度振り返りアン
ケート

A

１学年

研
修
部

研修・図書課

人権教育課

　今後も地域から信頼され、地域とともにある学校として躍
進していきますことを期待します。

学校関係者評価

・学力の向上　：　授業規律を守り、３年間を見通した学習計画の徹底を図る。また、学びの基礎診断や校外模試の分析を行い、各教科の課題について具体的方策を検討する。

・基本的生活習慣の確立　：　学校行事を通して帰属意識を高め、本校生徒としての自覚を高める。スクールスローガン「自ら学び　自ら感じ　自ら考え　自ら創る」をより一層実践させる。

・志の育成　：　第１学年時より、卒業後を意識した志の育成に取り組み、各生徒の進路実現に向け、キャリア教育の一層の充実を図る。

・豊かな人間性の育成　：　学校生活を送る中で、本校生徒の誰もが大切にされている雰囲気を醸成することで、豊かな人間性や自己肯定感を高めていく。

・希望進路実現　：　地域から愛され信頼される学校になるために、生徒の進路実現を図り、学校行事においては地域との連携を図る機会を積極的に活用する。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

A

評価項目以外のものに関する意見

事務室の機能強化

読書の推進と芸術鑑賞会の
充実 B

自他を尊重し、思いやりの心
を持った生徒の育成

事務室

芸術の基礎的知識技能の習
得と高い専門性の育成、及び
地域貢献活動の推進

A

２学年

ICT活用授業や他教科の授業に学ぶ公開授業月間を年２回設ける。

研究授業を用い、各教科年１回以上、教科科目横断型授業を行う。

　教科科目横断型授業の実
践は、先生方の授業力や生
徒の学習意欲を高める取組
であり、今後も是非、積極的
に取り組んでいただければと
思います。人権教育は、SNS
を発端とする誹謗中傷が起き
ないよう繰り返し生徒には指
導していく必要があると考え
ます。

　生徒が安全・安心して学校
生活を送ることができるよう、
今後も教育環境等の整備お
よび充実をお願いします。
　先生方の心身の健康が保
持増進できるよう、なお一層
の働き方改革を進めていた
だきたいと考えます。

　それぞれ設定した各学年の
目標実現に向け、先生方か
ら熱心にご指導いただきまし
た。体育大会や文化祭では、
生徒の生き生きとした姿を拝
見することができました。生
徒たちの様子からは、所期の
目的をしっかりと達成できた
と感じています。
　芸術コースの活躍は依然め
ざましく、マスコミにも多く報
道されたこともあり、地域から
の評価も高く、学校のブランド
化に貢献していると思いま
す。

言葉の重みや思いやりの心の育成については
各々が意識を持って行うことができた。人権学習
はより生徒の実態に合った指導案の刷新が今後
の課題である。

教科科目横断型授業の研究授業を今年度も実施
することができた。その後の研究協議においても
先生方の新たな発見や気付きの良い機会にする
ことができた。

劇団「風」による良質な演劇の鑑賞を芸術鑑賞会において行うことができた。また、今年
度も金曜日の朝読書を実施することで本や活字に触れる機会を確保することができた。
一方、先生からのおすすめ本については現時点で一回も実施できていない。「春休みに
読んで欲しい本」をテーマに先生のおすすめ本企画を実施予定である。次年度以降は回
数を絞って実施していく。

入学時より学校生活に慣れ、学校行事に積極的
に取り組む姿勢が見られた。基礎学力定着には
今後も引き続き努力が必要である。

一年次より落ち着いて行動ができている。生徒間
による人間関係の構築の課題が目立った。生徒
が活躍する場を多く設けることができなかったこと
が反省である。

芸術系国公立・難関私立大学合格者が１０名とな
り目標を達成できた。検定合格率、公募展実績も
目標を上回った。地域貢献活動も活発に実施でき
た。

連携事業で九国大教授の授業を実施し、生徒の
進路意識を高めた。３年間を通した計画を立て、
生徒が特進クラスの縦の繋がりを感じられる活動
を行いたい。

施設設備について、危険個所の早期発見及び復旧に努め、安
心安全な学校を維持するよう事務室全体で協力して積極的に取
り組んだ。また、備品購入希望調査を行い、予算の範囲内で優
先順位をつけ、施設の修繕や物品購入を行い、柔軟かつ臨機応
変な対応を心がけた。次年度は物価の高騰や電気代の高騰に
よる予算不足を防ぐため、不要な支出の削減に努めていきた
い。

学校の課題に共通理解を持つよう努め、チーム学校として事務の面から
協力できることを教員と情報共有を図りながら取り組むよう努めた。次年
度は業務改善に努め、学校に貢献できる事務室の機能強化に努めていき
たい。

落ち着いた学校生活を送り、それぞれが学校行
事でリーダーとして活躍できた。受験指導では充
実した個別指導の成果が出て、多くの生徒が国
公立大学へ合格した。


